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5F

ル
ミ
ナ
ス
ガ
ー
デ
ン

学
び
が
つ
な
が
る
知
の
広
場

2026年10月 板橋キャンパス　に新棟完成予定

つ
な
ぐ

渡
辺
学
園
創
立
１
４
０
周
年
記
念
館
は
、
社
会
課
題
の
解
決
に
つ
な

が
る
ス
キ
ル
と
創
造
性
を
も
つ
学
生
を
育
て
、東
京
家
政
大
学
ビ
ジ
ョ

ン
１
５
０
に
掲
げ
た
存
在
意
義（
パ
ー
パ
ス
）「
知
と
技
で
自
他
の
可

能
性
を
広
げ
、
人
が
つ
な
が
る
社
会
の
起
点
と
な
る
。」こ
と
を
目
指

し
、
２
０
２
６
年
10
月
、
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
完
成
予
定
で
す
。

本
記
念
館
は
、“
つ
な
が
り
”の
中
で
挑
戦
す
る
空
間
で
す
。

記
念
館
と
広
場
の
す
べ
て
の
空
間
が
、
学
生
の
学
び
を

深
め
、
発
信
し
、
互
い
の
可
能
性
を
広
げ
る
場
で
す
。

館
内
に
は
、
一
人
で
深
く
思
考
す
る
エ
リ
ア
、
教
職
員

や
友
人
と
の
対
話
を
通
し
て
視
野
を
広
げ
る
エ
リ
ア
、

そ
し
て
学
び
を
カ
タ
チ
に
し
て
表
現
・
発
信
す
る
エ
リ
ア

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
様
な
背
景
を
持
つ
人
々
の

知
と
技
が
交
差
し
、
互
い
の
個
性
が
優
し
く
溶
け
合
う

こ
の
場
所
か
ら
、
新
し
い
景
色
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

個
人
の
学
び
を
つ
な
げ
、
新
た
な
価
値
を

共
創
す
る「
知
の
交
差
点
」で
す
。

そ
の
日
の
ニ
ー
ズ
や
気
分
に
合
わ
せ
た
レ

イ
ア
ウ
ト
が
学
生
の
創
造
力
を
引
き
出

し
、
一
人
ひ
と
り
の
自
分
ら
し
い
学
び
を

実
現
し
ま
す
。

学
園
史
展
示
室
で
は
、
1
8
8
1（
明

治
14
）年
の
創
立
以
来
の
学
園
の
歩
み

と
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財「
渡
辺
学

園
裁
縫
雛
形
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」を
展
示
し

ま
す
。
ま
た
、
博
物
館
の
多
彩
な
収
蔵

品
を
紹
介
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室

や
、
テ
ー
マ
を
設
け
た
展
覧
会
を
開
催

す
る
企
画
展
示
室
も
順
次
公
開
予
定
で

す
。
展
示
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
の
制
作
を
さ
ら
に
推
進
し
、
豊
富

な
収
蔵
品
の
魅
力
を
多
角
的
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

「
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
サ
テ
ラ
イ
ト
」で
は
、

板
橋
・
狭
山
両
キ
ャ
ン
パ
ス
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
結
ん
だ
合
同
授
業
に
、
圧
倒
的
な

映
像
体
験
を
通
じ
て
参
加
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も「
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア

サ
テ
ラ
イ
ト-s
」を
設
置
し
ま
す
の
で
授

業
だ
け
で
な
く
サ
ー
ク
ル
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
キ
ャ
ン
パ
ス
を
超
え
た
学
生
間
の

交
流
も
で
き
ま
す
。

1F

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

学
生
の
み
な
さ
ん
が
思
い
描
く
様
々
な
イ

メ
ー
ジ
を「
映
像
メ
デ
ィ
ア
に
す
る
」プ
ロ

セ
ス
を
支
援
す
る
場
で
す
。

2
つ
の「
ス
タ
ジ
オ
」で
は
、
学
生
自
身

が
授
業
の
課
題
、
社
会
課
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
サ
ー
ク
ル
活
動
あ
る
い
は
就
活
で
使

う
動
画
の
撮
影
な
ど
を
行
い
、
表
現
力

を
磨
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

表
現
力
を
磨
く
想
像
・
創
造
の
場

7F

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョン
ガ
ー
デ
ン

学
び
の
始
ま
り
を
感
じ
る
ロ
ビ
ー

1F〜
3F・4F

博
物
館

ひ
と
、
モ
ノ
、
記
憶
を
紡
ぐ

学
生
の
み
な
さ
ん
が
授
業
・
自
主
活
動

な
ど
で
の
社
会
課
題
解
決
の
た
め
に「
学

び
を
カ
タ
チ
に
し
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」す

る
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
場
で
す
。

ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
ア
ト
リ
エ

6F

も
の
づ
く
り
ガ
ー
デ
ン

8F

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
ガ
ー
デ
ン

つ
な
が
る
、
広
が
る
学
び
の
体
験

つないできた歴史を、未来へ
時
代
を
つ
な
ぐ

学
生
た
ち
は
、
１
４
０
年
前
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
本
学
の
D
N
A

を
現
代
へ
、
そ
し
て
未
来
の
新
し
い
価
値
へ
と
つ
な
ぎ
、
社
会
変
化
を

生
み
出
す
挑
戦
を
し
ま
す
。

場
所
を
つ
な
ぐ

板
橋
と
狭
山
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
を
は
じ
め
、
国
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
場
所

を
つ
な
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
固
有
の
価
値
や
感
性
を
融
合
さ
せ
、
新

た
な
発
見
を
生
み
出
し
ま
す
。

人
を
つ
な
ぐ

学
内
外
、
地
域
、
そ
し
て
国
境
を
越
え
て
、
異
な
る
背
景
や
価
値
を

も
つ
人
々
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
の
知
と
技
が
互

い
の
可
能
性
を
広
げ
ま
す
。

学
び
が
つ
な
が
る
起
点

記
念
館
の
４
F
～
8
F
に
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
学
生
や
教
職
員
が
豊
か
に
つ
な
が
る
、
こ
こ
な
ら
で

は
の
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
ガ
ー
デ

ン（
6
F
）や
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ガ
ー
デ
ン（
7
F
）で

学
び
を
カ
タ
チ
に
し
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
て

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
。
さ
ら
に
、ル
ミ
ナ
ス
ガ
ー
デ
ン（
5
F
）

で
の
対
話
や
つ
な
ぐ
広
場
で
の
発
信
を
通
じ
て
、
個
々

の
学
び
が
有
機
的
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
こ
か
ら
始
ま
る
東
京
家
政
大
学
の
学
び
は
、
世
界
へ

と
無
限
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

知
と
技
で
自
他
の
可
能
性
を
広
げ
る
場

新
棟
の
ポ
イ
ン
ト

5
F
〜
8
F
ギ
ャ
ラ
リ
ー

Point 03 

Point 01 

新棟概要
計画名称：140周年記念館建設事業計画
建築面積：約2,195.75㎡
延床面積：約7,536㎡

140周年記念館 階数：地上8階 - 40.71m

2026年 学校法人渡辺学園は

創立145周年へ

Point 02 

記
念
館
は
、
多
様
な
人
々
が
つ
な
が
る
空
間
で
す
。
ク

ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
ガ
ー
デ
ン（
8
F
）と
狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス

の
サ
テ
ラ
イ
ト
に
設
置
さ
れ
た“
視
界
い
っ
ぱ
い
に
広
が

る
L
E
D
ス
ク
リ
ー
ン
”が
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
た

ち
を
距
離
を
超
え
て
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
国
内
外
の
様
々

な
人
々
と
交
流
す
る
起
点
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
公
開

講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
緑
苑
祭（
学
園
祭
）、
博
物

館
を
訪
れ
る
方
々
を
温
か
く
迎
え
る
、
開
か
れ
た
場
で

も
あ
り
ま
す
。

人
が
つ
な
が
る
起
点

2
0
2
7
年
3
月

プ
レ
オ
ー
プ
ン（
学
内
向
け
公
開
）予
定
！

学園史展示室イメージ

※2026年7月撮影。
内容は変更となる場合があります。

コレクション展示室イメージ

学園史展示室イメージ企画展示室イメージ

Close 
Up !

140周年記念館
特設サイト

※2026年7月撮影。内容は変更となる場合があります。
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服飾美術学科服飾美術学科
12:50～14:20
100年前の雑誌文化

『婦人グラフ』が目指したもの

栄養学科・管理栄養学科・栄養学科・管理栄養学科・
栄養科栄養科
13:00～15:00
ライフステージ別の時間栄養学
ー妊婦さんから施設の高齢者までー

造形表現学科造形表現学科
13:00〜15:00
卒業生に聞く：卒業2年目にして、
学生時代からこれまでの
心境の変化、将来の夢を聞く

英語コミュニケーション学科英語コミュニケーション学科
13:00～16:00
読みを深める読解指導
ー読む・考える・伝えるを
　つなぐ授業づくりー

初等教育学科初等教育学科
13:30～15:30 

「我が国や郷土の音楽」をどう伝えるか
ー和太鼓ワークショップから
　考える地域と学校ー

児童学科・保育科児童学科・保育科
10:00～12:30
こどもにとっての「遊び」の意味 
～「安心と挑戦の循環を通してこどもの
　ウェルビーイングを高める」という
　視座から～

心理カウンセリング学科心理カウンセリング学科
10:15〜12:15

「なぜ、あの人は動いてくれないの？」
～部活から将来の仕事まで、
　一生モノの武器になる『組織と経営
　（マネジメント）の心理学』 ～

社会デザイン学環社会デザイン学環
13:00〜15:30
再生循環型社会に必要なこと

文化情報学環文化情報学環
13:30〜16:30
国際シンポジウム：
デジタル時代の都市と子どもの空間知

緑 苑 祭緑 苑 祭第
66
回

板 橋 キャン パ ス板 橋 キャン パ ス

10:00～16:00

EVE 2026
ファッションショー

服飾美術学科服飾美術学科

10月上旬よりチケット予約開始
緑苑祭当日、120周年記念館2階テラスにて当日券受付

こんにちは、服飾団体EVEです。
10月に開催される東京家政大学の緑苑祭でファッションショーを開催いた
します！EVEのファッションショーは服飾美術学科の学生を中心に、企画
から衣装制作、ヘアメイク、演出、広報まで、すべてを学生自身の力で作
り上げています。今年も、一人ひとりが試行錯誤を重ねながら、より良い
ショーを目指して日々活動中です。たくさんの方に私たちの想いや作品を
届けられるよう、心を込めて準備を進めています。学生だからこそ生み出
せる自由な発想や、一から作り上げるファッションショーならではの魅力
を、ぜひ会場でご覧ください。皆さまのご来場を心よりお待ちしております。

202610/24 25
開 催日時

・

※写真は2025年「第65回 緑苑祭」の様子です。

※写真は2025年「第65回 緑苑祭」の様子です。

土 日

2026 10/2410/24 2525・土 日

WEB

最新情報はこちら！ ※追加情報等を随時更新しています。

InstagramX

FASHION SHOW

学 科 シン ポジウ ム学 科 シン ポジウ ム

10/2410/24 土 10/2510/25 日

1st	 Open 10:50　Start 11:15 
2nd	 Open 13:20　Start 13:45 
3rd	 Open 14:35　Start 15:00

学生代表のメッセージ学生代表のメッセージ

家政学部 服飾美術学科3年 O.C.、N.A.

大学で何を学ぶのか、大学で何を学ぶのか、
知るチャンス！知るチャンス！

Department of Costume and Clothing Science

開催場所

チケット情報

東京家政大学 板橋キャンパス
120周年記念館1階 多目的ホール

EVE公式Instagram
詳細はこちら！

※詳細は学科・学環HPや大学公式Instagramをご覧ください。

栄養学部 管理栄養学科2年 S.A.

昨
年
度
の
緑
苑
祭
は
悪
天
候
の
中
、
二
日
間
で
一
万

人
を
超
え
る
来
場
者
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
ま
で
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ

て
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は「
創そ
う

世せ
い

前ぜ
ん

夜や

」で
す
。
創
世
は
新

し
い
世
界
や
時
代
が
生
ま
れ
る
こ
と
、
前
夜
は
そ
の

始
ま
り
を
迎
え
る
直
前
の
時
間
を
意
味
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
始
ま
る
出
来
事
に
対
し
て
不
安
や
期
待
な
ど

様
々
な
感
情
を
抱
き
な
が
ら
も
、
新
し
い
何
か
を
創

り
出
す
こ
と
で
緑
苑
祭
を
特
別
な
時
間
に
し
た
い
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
団
体
が
参
加
を
予
定
し
て
お
り
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
様
々
な
展
示
や
発
表
、
販
売
や
体
験
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

委
員
一
同
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
！

▲学生支援キャラクター
　「りょっくん」

緑
苑
祭
実
行
委
員
会

緑
苑
祭
実
行
委
員
会  

委
員
長

創
世
前
夜
、そ
の
先
へ

想
い
は
ひ
と
つ
に
、最
高
の
学
園
祭
へ
。

緑
苑
祭
実
行
委
員
会

緑
苑
祭
実
行
委
員
会  

委
員
長

委
員
長

テーマテーマ    創創
そう

世世
せい

前前
ぜん

夜夜
や

Message

お友だちやご家族と、お友だちやご家族と、
ぜひお越しぜひお越し
ください！ください！
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学 科 シン ポジウ ム学 科 シン ポジウ ム

実行委員活動の様子

 のぞいてみたら、 のぞいてみたら、
きっと夢中に！きっと夢中に！
いろんな体験、いろんな体験、
待ってます！待ってます！

※24日（土）は学科シンポジウムのみの実施となります。
※詳細は学科・学環HPや大学公式Instagramをご覧ください。

学 科 企 画学 科 企 画

子ども支援学部
子ども支援学科2年 T.Y. 

狭山緑苑祭狭山緑苑祭第
13
回

狭 山 キャン パ ス狭 山 キャン パ ス

開 催日時

10:00～16:002026 10/25 日

X InstagramWEB

最新情報はこちら！ ※追加情報等を随時更新しています。

  学科の学びを深く知る、学科の学びを深く知る、
第一歩に！第一歩に！

　　　　
看護学科看護学科
10:00～12:00
"Let's Dance  ダンスで繋ぐ、地域の輪” 
看護学×ダンスで考える「心と体の健康づくり」

子ども支援学科子ども支援学科
10:00〜12:00

『保育×医療』
― すべての子どもの生活を支えるために、
　“医療とつながる保育者”の養成へ ―

リハビリテーション学科リハビリテーション学科
13:00～15:30
東京家政大学から拓くリハビリテーションの未来
ー子ども・スポーツ・国際交流から考えるー

10/2410/24 土

10/2510/25 日

※写真は2025年「第12回 狭山緑苑祭」の様子です。

※写真は2025年「第12回 狭山緑苑祭」の様子です。

※写真は2025年「第12回 狭山緑苑祭」の様子です。

今
年
の
狭
山
緑
苑
祭
テ
ー
マ
は『
刻こ
く

心し
ん

銘め
い

時じ

～
こ
の

瞬
間
を
心
に
刻
む
～
』で
す
。

こ
の
テ
ー
マ
に
は「
一
年
に
一
度
の
狭
山
緑
苑
祭
、
こ

の
一
瞬
の
時
を
最
高
の
思
い
出
と
し
て
心
に
刻
む
」と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
狭
山
緑
苑
祭
実
行
委
員
は
、
開
催
に
向
け
て

約
1
年
間
と
い
う
長
い
時
間
準
備
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
1
日
開
催
の
狭
山
緑
苑
祭
は
、
当
日
の
数
時
間

が
一
瞬
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
一
生
に
一
度
の
最
高
の
瞬
間
を
実
行
委
員
や
東

京
家
政
大
学
の
学
生
、
近
隣
の
方
々
、
ご
来
場
い
た

だ
い
た
皆
様
と
と
も
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
狭
山
緑
苑
祭
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
私
た
ち

と
一
緒
に
最
高
の
思
い
出
を
心
に
刻
み
ま
し
ょ
う
！

子ども支援学科子ども支援学科
みんなでつくって、みんなで楽しむ「わくわく子どもパーク★」
宝探し・的当てといった「からだを動かす遊び」に加えて、スライム
やアクセサリーなどの「つくる遊び」も盛りだくさんです。

看護学科看護学科
ナースのたまご修行中
看護学科では、手洗いチェッカーによる手洗い体験や臓器パズル・塗り絵
体験、モデル人形による赤ちゃん抱っこの体験ができます。

リハビリテーション学科リハビリテーション学科
演習体験
リハビリテーション学科では、専攻ごとに演習体験を開催します。
作業療法学専攻はビーズブレスレッドなどの作業を通じた活動や演習を行い、
理学療法学専攻では妊婦や高齢者などの体験を行います。 

緑
苑
祭
実
行
委
員
会

緑
苑
祭
実
行
委
員
会  

委
員
長

一
瞬
を
一
生
の
思
い
出
に

想
い
は
ひ
と
つ
に
、最
高
の
学
園
祭
へ
。

狭
山
緑
苑
祭
実
行
委
員
会

狭
山
緑
苑
祭
実
行
委
員
会  

委
員
長

委
員
長

Message

テーマテーマ
刻刻
こくこく

心心
しんしん

銘銘
めいめい

時時
じじ

～この瞬間を心に刻む～～この瞬間を心に刻む～

リ
ハ
ビ
リ
の
世
界
を 

一
緒
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

わ
く
わ
く
笑
顔
に 

 

な
れ
る
遊
び
場
で
、 

 

私
た
ち
と
一
緒
に
最
高
の 

 

思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

看
護
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 
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中学校3年 H.N.

高等学校3年 F.C.

WEB

※写真は全て2025年「緑苑祭」の様子です。

本
校
の
緑
苑
祭
は
、
生
徒
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
つ
く

り
あ
げ
る
も
の
で
す
。
そ
ん
な
緑
苑
祭
を
今
年
も
開
催

で
き
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
過
去
２
回

の
緑
苑
祭
を
通
し
、
各
団
体
が
ご
来
校
さ
れ
た
方
々
に

楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
て
、
そ
の
年
を
精
一
杯
盛
り
上
げ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
私
は
、
は
じ
め
て
実
行
委

員
長
と
い
う
ま
と
め
る
立
場
に
な
り
、
昨
年
度
以
前
の

緑
苑
祭
の
よ
う
に
盛
り
上
げ
ら
れ
る
か
不
安
で
も
あ
り

ま
す
が
、
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
い
ら

し
た
際
に
は
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
を
優
し
く
ご
覧
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
緑
苑
祭
ま
で
の
間
、
仲
間
と

協
力
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
、
全
校
生
徒
が
楽
し
め
る

緑
苑
祭
を
つ
く
り
、
ご
来
校
さ
れ
た
方
々
に
も
本
校
の

魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

今年も、大学と同時開催の緑苑祭が板橋キャンパスで開催されま
す。生徒たちが工夫を凝らした展示やゲーム、ものづくり体験を
はじめ、部活動や有志団体による演奏・演技・演舞など、多彩な
企画がキャンパスを彩ります。生徒一人ひとりの個性や日頃の活
動の成果に触れられる、笑顔と活気あふれる特別な二日間です。
ご家族やご友人と一緒に、ぜひ緑苑祭ならではの楽しいひととき
をお過ごしください。

今
年
の
緑
苑
祭
の
テ
ー
マ
は
、「
夏
の
青
さ
を
取
り
戻
せ　

爆
裂
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」と
な
り
ま
し
た
。
緑
苑

祭
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
一
年
に
一
度
の
大
事
な
学
校
行

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
部
活
動
・
各
学
年
の
展
示
や
ス

テ
ー
ジ
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
在
校
生
や

来
場
者
の
皆
様
が
笑
顔
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
緑

苑
祭
実
行
委
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
在
校
生
が
一
丸
と

な
っ
て
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緑
苑
祭
当
日
も

皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

緑
苑
祭
実
行
委
員
会

緑
苑
祭
実
行
委
員
会  

委
員
長

緑
苑
祭
実
行
委
員
会

緑
苑
祭
実
行
委
員
会  

委
員
長

心
を
込
め
て
迎
え
る
緑
苑
祭

笑顔と個性が輝く、特別な二日間笑顔と個性が輝く、特別な二日間

一
丸
と
な
る
青
春
祭

想
い
を
重
ね
、緑
苑
祭
を
彩
る
。

想
い
を
重
ね
、緑
苑
祭
を
彩
る
。

緑
苑
祭

緑
苑
祭  

中
学
実
行
委
員
会

中
学
実
行
委
員
会  

委
員
長

委
員
長

緑
苑
祭

緑
苑
祭  

高
校
実
行
委
員
会

高
校
実
行
委
員
会  

委
員
長

委
員
長

Message

Message 想いを描く、
青春の黒板アート

アイデアを
出し合い、

楽しく準備中！

一つひとつ
心を込めて、
花づくり

おいしいパンで、
元気を
チャージ！

緑 苑 祭緑 苑 祭
附 属 女 子 中 学 校 ・ 高 等 学 校附 属 女 子 中 学 校 ・ 高 等 学 校

開 催日時

10:00～16:00202610/24 25・土 日

テーマテーマ
夏の青さを取り戻せ夏の青さを取り戻せ

爆裂スクールフェスティバル爆裂スクールフェスティバル

ダンボールで１文字ずつ手作りしたクラスの入り口黒板アートでお出迎え

指先を粉だらけにしながら、何度も描き直して完成させた力作の黒板アート

2人でバランスを確認し合い、集中して黒板に向かう様子

各自が役割を担い、着々と進むクラスの装飾準備

大きな文字で見やすく‼

作業を手際よく進めながら、笑い声の途切れない教室

床いっぱいに広げた大きなトランプ　絵札の細部まで丁寧に描き上げている様子

装飾の目玉となる車をみんなで作成中花紙が破れないよう慎重に広げる様子廊下に飾る花紙を黙々と作成中
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ヒューマンライフ支援センター 産学連携事業

学生の挑戦を、未来へつなげ
ます！

東京家政大学 
× 

株式会社日比谷花壇

ニットフラワーニットフラワー

共同開発共同開発
入りブーケ入りブーケ

本学と株式会社日比谷花壇による産学連携企画商品
「ニットフラワー入りブーケ」が、６月16日（火）より
期間限定・数量限定で販売されました。本企画は
両者の包括協定に基づき、学生の豊かな発想を社
会へ実装するプロジェクトとして実現したものです。

２
０
２
５
年
度
の
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
で
造
形

表
現
学
科
の
学
生
が
発
想
し
た「
ニ
ッ
ト
フ

ラ
ワ
ー
と
造
花
に
よ
る
装
飾
空
間
」に
着

想
を
得
た
日
比
谷
花
壇
様
よ
り
、
企
画
の

ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
発
に
あ

た
っ
て
は
、
服
飾
美
術
学
科
の
大
塚
有
里

教
授
に
よ
る
指
導
・
監
修
の
も
と
、
共
創

デ
ザ
イ
ン
学
部
の
学
生
が
制
作
を
担
当
。

父
の
日
の
贈
り
物
と
し
て「
憧
れ
」の
花
言

葉
を
持
つ
ひ
ま
わ
り
と
爽
や
か
な
ブ
ル
ー

の
デ
イ
ジ
ー
の
２
種
類
を
、
一
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
か
ぎ
針
で
編
み
上
げ
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
産
学
連
携
に

よ
る
P
B
L
（
課
題
解
決
型
学
習
）

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
ア
イ
デ
ア
の
提
供
か

ら
実
際
の
製
品
製
作
を
手
掛
け
た

ほ
か
、
一
部
の
学
生
は
販
売
店
舗

を
見
学
し
現
場
の
様
子
や
ス
タ
ッ
フ

の
話
を
伺
う
機
会
も
得
ま
し
た
。

ま
た
振
り
返
り
の
会
で
は
、
販
売

実
績
や
企
画
評
価
な
ど
の
具
体
的

な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た
だ
き
、

も
の
づ
く
り
が
商
品
と
し
て
届
く
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
学
ぶ
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

納
品
し
た
ニ
ッ
ト
フ
ラ
ワ
ー
ひ

ま
わ
り
１
０
０
本
・
デ
イ
ジ
ー

１
０
０
本
は
、
完
売
。
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
の
閲
覧
数
は
、
通
常
の
３

倍
を
記
録
し
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の

注
目
も
得
ら
れ
ま
し
た
。
お
客
様

の
反
応
か
ら
、
時
間
が
経
っ
て
も

思
い
出
と
し
て
残
し
て
お
け
る
花

と
し
て
、
今
後
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

と
人
気
を
二
分
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
等
の
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

瑞
々
し
い
生
花
と
、
学
生
が
想
い
を
込
め

て
編
ん
だ
ニ
ッ
ト
フ
ラ
ワ
ー
を
掛
け
合
わ

せ
ま
し
た
。
生
花
を
楽
し
ん
だ
後
も
温
も

り
あ
る
ニ
ッ
ト
フ
ラ
ワ
ー
が
手
元
に
残
り

続
け
る
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ア
イ
デ
ア
を

取
り
入
れ
た
ブ
ー
ケ
で
す
。

商品名：ニットフラワー入りブーケ
価　格：2,200円（税込）
内　容：ニットフラワー（ひまわり、またはデイジー）1本＋ 
　　　  旬の生花
販　売：2026年6月16日（火）～ 6月21日（日）

展開店舗：8店舗
・Hibiya-Kadan Style アトレヴィ大塚店
・Hibiya-Kadan Style シャポー本八幡店
・Hibiya-Kadan Style シャポー小岩店
・Hibiya-Kadan Style ジョイナステラス二俣川店

・Hibiya-Kadan Style 相鉄ライフ三ツ境店
・Hibiya-Kadan Style 経堂コルティ店
・Hibiya-Kadan Style 小田急鶴川店
・Hibiya-Kadan Style 海老名店

【指導・監修】
家政学部・共創デザイン学部
服飾美術学科
教授 大塚有里

【製作者】
現同学部 服飾美術学科・
造形表現学科
学生32名

企業の方による振り返りの会

Hibiya-Kadan Style アトレヴィ大塚店への見学

デイジーの製作ひまわりの製作

学
生
の
発
想
が

学
生
の
発
想
が

商
品
開
発
企
画
に
発
展

商
品
開
発
企
画
に
発
展

発
想
か
ら
製
作
、プ
ロ
の
評
価

発
想
か
ら
製
作
、プ
ロ
の
評
価

ま
で
を
網
羅
す
る

ま
で
を
網
羅
す
る
P
B
L

P
B
L

企
業
に
よ
る
成
果

企
業
に
よ
る
成
果

手
仕
事
の
温
も
り
を

手
仕
事
の
温
も
り
を

大
切
な
人
へ
の
ギ
フ
ト
へ

大
切
な
人
へ
の
ギ
フ
ト
へ

経
緯

学
生
の
学
び

お
客
様
の
反
応

コ
ン
セ
プ
ト

女性未来研究所主催
社会で活躍する卒業生

わ
た
し
の
生
き
方

わ
た
し
た
ち
の
未
来

２
０
２
６
年
７
月
２
日（
木
）15
時
30
分
～
17
時

会
場
：
三
木
ホ
ー
ル（
小
講
堂
）

本
学
卒
業
生
で
人
気
料
理
家
の
長
谷
川
あ
か
り
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
タ
レ
ン
ト
活
動
を
経
て
本
学
へ
入
学
し
た
き
っ
か
け
や
、
料
理
家
へ

の
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
の
舞
台
裏
、
そ
し
て
現
在
も
日
々
の
仕
事
に
活
き
る
大
学

で
の
学
び
と
は
―

Q 

本
学
に
入
学
し
た
き
っ
か
け
は
？ 

芸
能
活
動
を
辞
め
、
そ
の
先
の
進
路
に
悩
ん
だ

と
き
に
将
来
の
夢
を
い
き
な
り
決
め
る
の
は
難

し
か
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま

え
て
進
む
道
を
決
め
た
い
と
思
い
、
短
大
に
入

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

趣
味
で
料
理
を
し
て
い
た
の
で
、
自
分
が
好
き

な
こ
と
を
学
べ
て
、
ま
た
22
歳
に
な
っ
て
か
ら

の
進
学
だ
っ
た
た
め
、
資
格
も
取
れ
る
な
ど
何

か
目
標
が
定
ま
っ
て
い
る
方
が
自
分
に
向
い
て

い
る
と
思
い
本
学
栄
養
科
に
入
学
し
ま
し
た
。

Q 

子
役
タ
レ
ン
ト
か
ら
料
理
家
に

　

 

キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
し
た
経
緯
は
？ 

小
学
生
の
頃
か
ら
芸
能
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
高
校
生
以
降
は
仕
事
が

減
少
し
ま
し
た
。

22
歳
で
結
婚
を
機
に
芸
能
活
動
を
引
退
し
、
夫
と
話
し
合
い
、
短
大
に
入
る

こ
と
を
決
め
、
そ
の
後
、
大
学
に
編
入
し
、
大
学
３
年
生
の
頃
、
自
身
の
経

験
か
ら「
趣
味
と
義
務
の
間
を
埋
め
る
家
庭
料
理
」と
い
う
課
題
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
料
理
家
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Q 

本
学
で
学
ん
で
今
に
活
か
し
て
い
る
こ
と
は
？ 

本
学
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
全
部
、
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
本
学
在
籍
時
に
使
用

し
た
教
科
書
は
全
部
捨
て
ず
に
取
っ
て
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
食
中
毒
を
出

し
た
ら
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
微
生
物
学
の
授
業
で
学
ん

だ
こ
と
は
か
な
り
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
と
き

の
確
か
な
エ
ビ
デ
ン
ス
の
見
つ
け
方
、
健
康
な
人
に
対
し
て
も
よ
り
健
康
へ
の

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
の
食
生
活
の
考
え
方
、
大
量
調
理
を
す
る
と
き

の
蒸
発
率
な
ど
、
ど
こ
で
何
が
活
き
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

将
来
や
り
た
い
こ
と
が
今
は
っ
き
り
と
決
ま
っ
て
い
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

ま
ず
は
目
の
前
の
学
び
に
向
き
合
う
こ
と
。
そ
こ
で
得
た
知
識
や
経
験
は
、

思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
で
自
分
の
支
え
に
な
り
ま
す
。
い
つ
か
や
り
た
い
こ
と

が
見
つ
か
っ
た
時
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
が
き
っ
と
あ
な
た
の
力

に
な
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　 

編
集
後
記

長
谷
川
さ
ん
は
と
て
も
明
る
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
、

学
生
に
向
け
て
力
強
い
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
激
動
の
キ
ャ
リ
ア
を
歩
む
中
で
長
谷
川
さ
ん

が
大
切
に
し
て
き
た「
ブ
レ
な
い
軸
」が
明
か
さ
れ
、

参
加
し
た
学
生
に
と
っ
て
、
自
身
の
将
来
や
学
び

の
価
値
を
再
発
見
す
る
、
大
変
有
意
義
で
刺
激
に

満
ち
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

長谷川 あかり さん
Hasegawa Akari

2022年 家政学部
栄養学科 管理栄養士専攻卒業
料理家、管理栄養士。
子役、タレントとして活躍後、大学にて管理栄養
士資格を取得。SNSで発表した「素材の味を活か
したシンプルで身体に優しいレシピ」が大きな話題
を呼び、瞬く間に人気料理家に。著書に『クタク
タなからだを動かすスープ』など多数。雑誌、テレ
ビ、企業へのレシピ提供など多方面で活躍中。

●️�
自
分
と
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
人
に
向
け
て
家
庭
料
理

の
レ
シ
ピ
を
発
信
し
て
い
る
と
い
う
行
動
力
も
印
象

的
だ
っ
た
。
経
験
を
自
分
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
誰

か
の
役
に
立
て
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
と
て
も
素
晴
ら

し
い
と
思
っ
た
。（
児
童
学
科
）

●️�
何
を
自
分
が
や
り
た
い
か
を
明
確
に
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
の
か
そ
の
た
め
に
考
え
、
行
動
す
る
と

い
う
ま
っ
す
ぐ
や
り
た
い
こ
と
に
向
か
う
姿
勢
に
感

動
し
ま
し
た
。（
栄
養
学
科
）

●�

料
理
を
作
る
こ
と
が
大
好
き
な
の
で
、
レ
シ
ピ
開
発

で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

な
ぜ
料
理
家
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
か
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。 

（
栄
養
学
科
）

講
演
会
に
参
加
し
た
学
生
の
声

講演会レポート

ブレない軸が導く、ブレない軸が導く、
料理家への道料理家への道

GRADUATE INTERVIEW
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SEMINARS

情 報 教 育ゼ ミ世界のいろいろな英語と
国際コミュニケーションの
あり方を探るゼミ

児童学部
初等教育学科

人文学部
英語コミュニケーション学科

天野 美穂子 先生

三宅 ひろ子 先生

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
教
育
を
考
え
る

２
０
２
０
年
度
に
小
学
校
で
必
修
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
他
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育（
ネ
ッ
ト
上
で
の
適

切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
個
人
情
報
の
扱
い
方
等
）、

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
、
各
教
科
で
の
I
C
T
の
有
効

的
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
、
現
在
の
小
学
校
現
場
で
課

題
と
な
っ
て
い
る
点
を
改
善
で
き
る
よ
う
な
教
育
方
法

の
検
討
を
主
な
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

3
年
次
の
ゼ
ミ
で
は
、
専
門
分
野
の
文
献
を
読
む
だ
け

で
な
く
、
情
報
の
収
集
方
法
や
文
献
か
ら
の
引
用
の
仕

方
、
論
文
の
構
成
等
、
卒
業
論
文
の
執
筆
に
向
け
て

必
要
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
も
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
や
生
成
A
I
な
ど
に
実

際
に
触
れ
、
そ
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
経
験
す
る
機
会

も
多
く
設
け
て
い
ま
す
。
少
人
数
の
ゼ
ミ
の
た
め
、
難

し
い
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
P
C
操
作
も
、
皆
で
協
力
し
合

い
な
が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
は
、
そ
う
し
た
実
経
験
を
通
し
て
自
身
の

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
を
決
定
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

多
様
な
英
語
を
探
究
す
る

学
校
教
育
の
な
か
で
触
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
英
語
や
イ
ギ
リ
ス
英

語
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る「
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
」だ
け
で
は
な
く
、

「
ノ
ン
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
」の
実
態
に
つ
い
て
も
研
究
し
ま
す
。

そ
の
な
か
に
は
、
日
本
人
が
ど
の
よ
う
に
英
語
を
使
っ
て
き
た
の

か
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
つ
き
あ
っ
て
い
く
べ
き
か
と
い
っ
た
ト
ピ
ッ

ク
も
含
ま
れ
ま
す
。

3
年
次
に
は
、
文
献
探
し
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、「
研

究
と
は
何
か
」を
徹
底
的
に
考
え
ま
す
。
や
み
く
も
に
情
報
を
集

め
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
立
て
た
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
や
仮

説
を
検
証
す
る
た
め
に
文
献
を
読
み
進
め
ま
す
。
し
か
し
、
調
べ

れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
新
た
な
疑
問
や
課
題
が
見
つ
か
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
や
仮
説
を

小学校の情報教小学校の情報教

育に関する研究を育に関する研究を

行っています。行っています。

World Englishes（世界のさまざまなWorld Englishes（世界のさまざまな

英語）をテーマに、英語を単なる“言語”英語）をテーマに、英語を単なる“言語”

としてではなく、世界の多様な文化や としてではなく、世界の多様な文化や 

社会と結びついたものとして学びます。社会と結びついたものとして学びます。

SEMINARS

４
年
次
の
ゼ
ミ
で
は
、
本
格
的
に
卒
業
論
文
の
執

筆
に
取
り
組
み
ま
す
。
毎
週
、
自
身
で
執
筆
を
進

め
た
部
分
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
、
そ
れ
に
つ
い
て

教
員
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
す
る
ほ
か
、
学
生
同

士
で
も
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
い
ま
す
。
そ
こ

か
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
多
々
あ

る
た
め
、
学
生
の
意
見
交
流
は
教
員
の
私
に
と
っ

て
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
す
。
卒
業
論
文
の

執
筆
は
、
学
生
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
長
文
執
筆

の
経
験
で
あ
り
、
苦
し
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
学
生
が
自
身
の
関
心
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
探

求
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
機
会
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
卒
業
後
に
、
小
学
校
教
員
と
し
て
子
ど
も

達
に
も
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

興 味 を 探 究 し、 広 が る 知 と 可 能 性
 F I L E  0 1 F I L E  0 2

板 橋 キャンパ ス

何
度
も
見
直
し
な
が
ら
研
究
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
自
分

で
問
い
を
立
て
、
根
拠
を
も
と
に
考
え
続
け
る
こ
と
は
決
し

て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
過
程
こ
そ
が
研
究
の
醍
醐

味
で
す
。

4
年
次
に
は
、
自
分
の
研
究
を
卒
業
論
文
や
卒
業
研
究
、

ま
た
は
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
形
に
ま
と
め
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
う
場
合
に
は
、
ま
ず
ゼ
ミ
生
や
身
近
な
人
を
対

象
に
予
備
調
査
を
行
い
、
質
問
項
目
や
選
択
肢
が
適
切
か

ど
う
か
を
検
証
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
修
正
し
、

本
調
査
へ
と
進
み
ま
す
。
学
生
か
ら
は「
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作

る
こ
と
は
思
っ
て
い
た
よ
り
ず
っ
と
難
し
い
」
と
い
う
声
も
よ

く
聞
か
れ
ま
す
。

全
体
を
通
し
て
見
る
と
、
頭
の
中
で
は
理
解
し
て
い
る
こ
と

を
言
葉
に
し
、
他
者
に
伝
わ
る
形
で
表
現
す
る
こ
と
の
難
し

さ
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
考
え
、
悩
み
、
対
話
を
重
ね
、
一

歩
ず
つ
成
長
し
て
い
く
ゼ
ミ
で
す
。

学科HP 学科HP
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親
子
に
寄
り
添
う
実
践
保
育

ゼ
ミ
で
は
、
乳
児
の
発
達
理
解
や
保
育
環
境
、
親
子
支

援
に
つ
い
て
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
保
育
園
や
母
子
生
活

支
援
施
設
、
地
域
の
親
子
と
関
わ
る
活
動
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
親
子
向
け
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
や
、

発
達
に
応
じ
た
遊
び
の
提
案
、
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
製

作
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
は
、

学
内
の「
か
せ
い
森
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
」と
連
携
し
、
地

域
の
0
～
2
歳
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
子
育

て
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

教
室
や
親
子
遊
び
な
ど
を
学
生
が
企
画
・
運
営
し
、
親

子
と
継
続
的
に
関
わ
る
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の

発
達
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
思
い
に
寄
り

添
う
支
援
に
つ
い
て
実
践
的
に
学
ん
で
い
ま
す
。

加
え
て
、
清
水
ゼ
ミ
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て
、
畑
活

動
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
野
菜
を
育
て
、
収
穫
や
自
然
と
の
触
れ
合
い
を
通

し
て
、
食
や
暮
ら
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
学
び
な

が
ら
、
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
環
境
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

実
際
の
親
子
や
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
な
が
ら
、「
子

ど
も
を
支
え
る
力
」と「
保
護
者
に
寄
り
添
う
力
」を
実

践
的
に
学
び
、
保
育
の
専
門
性
を
深
め
て
い
ま
す
。

作
業
療
法
で
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る

発
達
領
域
の
作
業
療
法
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
子

ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
生
活
動
作
の
獲
得
や
集

団
適
応
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
様
々
な
関
わ
り
を
行
い
ま
す
。

ゼ
ミ
で
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
興
味
や
関
心
を
も
と
に

研
究
テ
ー
マ
を
決
め
、
学
内
施
設
や
教
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
な
が
ら
研
究
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
、「
神
経
発
達
症
児
に
対
す
る
集
団
作
業
療

法
の
効
果
に
関
す
る
研
究
」、「
児
童
発
達
支
援
事
業

所
に
お
け
る
I
C
T
の
活
用
が
職
員
に
及
ぼ
す
影
響
」、

「
重
症
心
身
障
害
児
者
と
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
工
夫
に
関
す
る
研
究
」な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
横
断
調

査
や
介
入
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
、
実
際
に
子
ど
も
た
ち

や
ご
家
族
と
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

実
際
に
対
象
者
と
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
目
的

の
理
解
を
深
め
た
り
、
作
業
療
法
士
と
し
て
の
関
わ
り

方
を
学
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
研
究
の
成
果
を
も
と
に
、
卒
業
後
の
学
会

発
表
や
論
文
執
筆
に
繋
げ
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま

す
。
学
部
生
だ
け
で
研
究
活
動
を
終
わ
ら
せ
る
の
で
は

な
く
、
卒
業
後
も
対
象
者
の
た
め
に
探
求
活
動
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
ま
す
。

作
業
療
法
士
に
な
る
と
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

ば
か
り
の
世
界
へ
飛
び
込
み
ま
す
。
ゼ
ミ
活
動
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
や
家
族
に
よ
り
良
い
支
援
を
届
け
ら

れ
る
作
業
療
法
士
を
目
指
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。

乳 児 保 育 学 ゼミ応 用 心 身 制 御 学：
発 達 部 門 ゼミ

子ども支援学部
子ども支援学科

健康科学部
リハビリテーション学科

細井 香 先生

東恩納 拓也 先生

0·1·2歳児の発達0·1·2歳児の発達

や子育て支援につや子育て支援につ

いて、 実践を通していて、 実践を通して

学んでいます。学んでいます。
発達領域の作業発達領域の作業

療法に関する研究療法に関する研究

を行っています。を行っています。

専 門 分 野 を 究 め 、 実 践 につなぐ研 究 力
 F I L E  0 3 F I L E  0 4

細井 香 先生

狭 山 キャンパ ス SEMINARSSEMINARS

学科HP 学科HP
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積み木で飛行機ごっこ
附属みどりケ丘幼稚園では、年長組になると遊戯室で大型箱積み

木を使って遊びます。

ここ数年、次の世代へと受け継がれている遊びのひとつに「飛行

機ごっこ」があります。

今年もパイロットになりたいこたちが、コックピットのメーター

や操縦レバーなど必要なものを画用紙やトイレットペーパーの

芯、空き箱を使って作っていきます。段ボール製のスーツケース

を傍らに置いて操縦席につく姿はパイロットさながら。

数日かけて少しずつ形を変えながら遊びが繰り返される過程で仲

間も集まり、イメージはますます膨らみます。客席も広がり、

CAも現れ、食事の提供も始まります。今年は客席のテレビ画面

も再現されました。中には近くで展開していたお祭りごっこの焼

きそばを機内に持ち込んで食すこどもも。遊びの世界はどこまで

も自由で柔軟です。

飛行機の羽を再現することになり、保育者が手伝って横向きに積

み木を置こうとすると、図鑑と見比べながら「羽は斜めについて

いるよ」とこどもが修正。チェックインカウンターで手荷物を預

けてから飛行機に搭乗するイメージも加わりました。

工夫を凝らして再現しようとするごっこ遊びを見ていると、こども

たちが身近な生活や社会を魅力に感じ、「いつかは自分も！」とい

う憧れをもって、よく観察していることがわかります。こどもが見

つめる社会がより平和で幸せであることを心から願います。

実
践
的
な
学
び
と
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
支
え
る
、
多
彩
な
施
設
・
設
備
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
と
狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
や
交
流
の
場
が
広
が
っ
て
お
り
、

学
生
か
ら
こ
ど
も
た
ち
ま
で
、
多
く
の
人
の
成
長
を
支
え
て
い
ま
す
。

施設
紹介

学びを支える
こどもと共に成長する
かせい森のおうちは、2014年に狭山市の認可保育園として開園しまし

た。「こどもにとって保育園はもう一つのおうち」。保護者の皆様との

信頼関係を大切にしながら、こどもたちが安心とやすらぎを感じ五感を

フルに使って遊べるように環境を整え、日々の保育を行っています。

広いキャンパスの中、春は大学内にある梅の実を使った梅シロップ作

り、秋はどんぐりや松ぼっくりを使ってごっこ遊びと自然いっぱいの環

境の中で五感を刺激する様々な経験をしています。そして、当園のもう

一つの特徴は学生との交流が盛んなことです。月一回の学生との造形遊

びや音に親しむ表現遊びもこどもたちの楽しみの一つです。また、学生

ボランティアも積極的に受け入れており、学生サークルのコンサートや

絵本の読み聞かせボランティア等、こどもにとって学生は「歳の離れた

最高のお友達」、学生にとってこどもたちは「教科書では学べない気づ

きをくれる」存在となっています。

狭山キャンパスへお越しの際は、ぜひお立ち寄りください！

こどもの興味と成長を学ぶ
森のサロンには、現在、ウーパールーパー、カブトムシ、アゲハ蝶の幼虫、ドジョウ

が暮らしています。

こどもたちは、餌やりを楽しみ、蛹が変化する様子やチョウになったアゲハ蝶を

観察し、ときにはそっと触れてみるなど、それぞれのかかわり方で小さな生き物

との関係をつくっています。保護者の方やボランティアの学生とは、生きものの

生態や育て方について盛り上がることも。家政大学という緑豊かなキャンパスの

中で、自然の不思議に触れ、おとなもこどもも日々の小さな変化に気づく目やそ

れを面白がる心を、豊かに育んでいきたいと思っています。

新しい出来事に触れ、興味や関心をふくらませ、それぞれがみている世界が広

がっていくこと。そしてそれをみんなで分かち合うこと。これからもこのような

環境を大切にしながら、森のサロンに集う地域の親子や学生にとって、居心地が

よく、あたたかな空間をつくっていきたいと考えています。

東京家政大学附属みどりケ丘幼稚園
幼稚園型認定こども園板橋キャンパス

板橋区地域子育て支援拠点事業　森のサロン板橋キャンパス

認可保育園　かせい森のおうち狭山キャンパス

操縦席のレバーやパイロット専用のスーツケースが置かれ出発準備を整えます

真剣な眼差し(虫探し)

学生との交流(クリスマス・コンサート) 小さな木の実 大きな切り株も絶好の遊び場

私は雪の妖精なの！

チェックインカウンターで手荷物を預けて、搭乗手続き完了です

「お食事はいかがですか？」

羽が斜めについています
「まもなく出発いたします」機内アナウンスが流れます

（客席前の三角の積み木がテレビです）



国家試験支援室

狭山学生ラウンジ DX・AIシミュレーションラボ

1819 TOKYO KASEI PRESS

母子支援を実践で学ぶ
地域の母子の健康を支える産後ケアサロン（法人開設の助産院）は、産後1年未満の母子が

利用できます。育児相談、授乳指導、乳房ケアを受けたり、安心して休息を取ることもで

きるお母さんを応援するサロンです。 

看護学生が講義·演習で学んだ知識·技術を活かし、“産後の母子の看護”を体験的に学べる貴

重な場でもあります。

「保育×医療」の視点で支援する地域の子育て
2026年7月、地域の乳幼児とその保護者が安心して集い、交流で

きる場を提供するとともに、子育てに関する相談や情報共有がで

きる「かせい森の子育てひろば」を開室しました。子ども支援学

科・リハビリテーション学科の共同運営により、教員の専門的知

見を活かした資源のリソース、また、両学科の学生がこどもや保

護者と直接関わることで、保育・子育て支援に関する専門性を実

際に学ぶ学修の場としても活用します。

これらのことによって、地域の子育て支援を推進するとともに、

子ども支援学部と健康科学部の教育・研究成果を地域社会へ還元

し、授業・演習・学内実習等と連動した実践教育の場として学生

の専門的資質及び多職種連携能力を育成していきます。

学びと憩いがつながる新空間
後援会からの狭山キャンパスカフェスペース改修の寄付を受け、

2号館大講義室前のラウンジが、授業の合間のリフレッシュや 

自主学習、友人との歓談に活用できるカフェスペースに生まれ変

わりました。狭山キャンパスに通う学生の皆さんが集い憩える場

所を目指し、ソファや4人掛けテーブル、カウンターを配置し、

コーヒーやお菓子の自動販売機、ウォータースタンドを新設しま

した。ぜひ足を運んでみてください。

合格への確かな支援
看護師、助産師、保健師、作業療法士、理学療法士の国家試験合

格率100％を目指し、2026年7月から健康科学部国家試験支援室を

開設しました。支援室は、国家試験対策予備校のプロの講師を招

いての対策講座や模擬試験会場(毎週水曜日)等として使用する講

義区画、集中して自習でき、教員による個別指導の場でも活用で

きる自由区画から構成されています。また、学生同士が共同学習

の場としても使えるように、大きいテーブルも用意しました。使

用時間は、月〜土曜、9:00〜21:00までで、対策講座・模擬試験実

施以外は、全学年の学生が学修の場として使用できますので多く

の学生の活用を期待します。

先端技術で学びを深める
2026年7月に開設したDX・AIシミュレーションラボは、学生が自

由に出入りできる自由区画と、教員の指導のもとDX機器を活用す

る管理区画から構成されています。自由区画には、バイタルサイ

ンの測定や痰吸引、経管栄養などが実施できる多様なシミュレー

ター機器を配置しており、講義や演習で学んだ技術や知識を学生

が主体的に復習し学修を深めることができます。看護学科、リハ

ビリテーション学科、子ども支援学科の学生が共に使用できるス

ペースとして、学生同士のコミュニケーションを促し、多職種連

携への理解も養います。一方、管理区画では、モーションキャプ

チャシステムやVRゴーグルをはじめとする最新のDX・AI機器を

導入しており、教員の指導のもと、先進的かつ高い学習効果を生

み出す実践的な教育の場として活用します。

児童発達支援事業所 わかくさ板橋キャンパス新しい4つの施設狭山キャンパス

かせい森の産後ケアサロン狭山キャンパス

発達支援の実践を学ぶ
わかくさは今年で60年目を迎えます。こども

と保護者が共に通い、学生と一緒に楽しい時間

を過ごすことからスタートしました。その当時

から目指していることは、「家族支援」です。

わかくさでは、こどもと保護者が一緒に楽しく

遊ぶことで、様々な表情や姿を見つめ、おこさ

んの発達状態を保護者が正しく理解し、それに

応じたより良い関わりをスタッフと一緒に模索

しながら、そのこが自分らしく生きられるよう

支援します。

また、学内に児童発達支援事業所があること

で、たくさんの学生がわかくさの療育に参加し

ています。

こどもは一人ひとり違います。一人ひとりを大

切にするとはどういうことなのか？こどもに寄

り添うとはどんなことなのか？を、考えなが

ら、より深いこどもの理解につなげています。

年に2回、スタッフと学生、保護者で実行委員

会を作り、「わかくさ会」という同窓会も開催

しています。保護者の縦のつながりを作る場で

あり、学生の学びの場でもあります。

わかくさは、こどもはもちろん、大人も学生も

育つ場となっています。

かせい森の子育てひろば

児童音楽研究会による「たんぽぽシアター」の鑑賞

好きな遊びを思う存分！

休憩室：ご要望により乳房ケアやマッサージを実施相談室：おこさんをお預かりしたり、こども広場としても活用

相談室の入り口：手作りの看板が目印
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Instagram
本学の魅力や最新情報を発信中！

“フォロー”や“いいね”
よろしくお願いします！

東京家政大学ビジョン150
理念 存在意義（パーパス） 行動指針（ミッション）

理念

建学の精神「自主自律」　　生活信条「愛情・勤勉・聡明」

存在意義（パーパス） 行動指針（ミッション）

知と技で自他の可能性を広げ、
人がつながる社会の起点となる。

東京家政大学は、すべての人が自分らしく暮らし、
人生を全うすることができる社会、

人と人とがつながる社会の実現に貢献します。
東京家政大学が大切にするしなやかな知性と実践に基づく専門性は、

自分自身の人生を切り拓くだけでなく、
他者の可能性をも広げることができるものです。
東京家政大学は、すべての人が支え合い、
認め合うことのできる社会に向けて、

自ら最初の一歩を踏み出す人を育みます。

1. 理念・目的
大学・大学院・短大の理念・目的に即し、必要な改革を断行する。

2. 入学者の積極的な受け入れ
急速に進む少子化・社会の変化を直視し、学ぶ意欲のある多様な学生を積極的に受け入れる。

3. 学習・教育
「人をつなぐ専門力」（専門に関する能力×汎用的能力）の育成に邁進する。

4. 学生支援・キャリア支援
すべての学生がそれぞれの可能性を発見し、伸ばせるよう支援する。

5. 研究活動
教育研究を支える環境や条件を整備し、研究活動を活性化する。

6. 社会連携・社会貢献
地域社会や企業等との連携を通じて、大学の教育研究の成果を社会に還元する。

7. 生涯教育・キャリアアップ
本学の強みを生かし、広く社会人等に対し充実した学びの機会を提供する。

Vol.108

ご協力をよろしくお願いします！
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金澤 正美 氏
1989年 東京家政大学

家政学部 栄養学科 栄養学専攻 卒業

長谷川 あかり 氏
2022年 東京家政大学

家政学部 栄養学科 管理栄養士専攻 卒業

渡邉辰五郎賞·渡邉辰五郎奨励賞は、日本近代の
黎明期である明治時代の教育家として評価されて
いる校祖渡邉辰五郎の偉大なる業績を讃え、後
世に伝えるため、創立130周年を記念して創設し
ました。「渡邉辰五郎賞」は、東京家政大学の建

学の精神である「自主自律」に相応しく、社会で
の長年の活躍が評価され、大いなる貢献をした卒
業生を称えるものであり、「渡邉辰五郎奨励賞」は
社会での活躍が著しく、今後の活躍が期待され、
本学の栄誉を担う卒業生を称えるものです。

渡邉辰五郎賞渡邉辰五郎奨励賞
活 躍 す る 卒 業 生




